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すだれブックカバー
杉多製簾株式会社 作

大阪製ブランドホームページ随時更新中！

【New Face がっちりPR！】㈱メインカラー
個人が持つ能力を余すことなく発揮でき、
それらが集まり何十倍のパワーを発揮する

【組織活性委員会】

Adobeテクニカルセミナー 2019年夏の陣 開催

【特集】

高野山「慰霊祭・追悼法要」
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C O N T E N T S

関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184
用紙提供：日本製紙（株）

シルバーダイヤＤＲＹの特徴は、「乾燥性」「耐摩擦性」
「印刷再現性」が高いこと。これら３つのメリットが、
作業効率と顧客満足度を向上させる、プロに喜んで
いただける印刷用紙です。

シルバーダイヤDRY
（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

　

組
織
活
性
委
員
会
で
は
、組
合
員

の
皆
様
の
福
利
厚
生
、企
業
の
経
営

安
定
の
一
環
と
し
て
い
く
つ
か
の
共
済

制
度
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。そ
の

中
で
も
企
業
に
とって
社
員
の
も
し
も

の
場
合
に
備
え
る
生
命
共
済
制
度
は

有
益
な
も
の
で
す
。

　

印
刷
工
業
組
合
の
生
命
共
済
は
、

一
般
の
保
険
会
社
が
取
り
扱
って
い
る

生
命
保
険
な
ど
と
同
じ
も
の
だ
と
思

わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
似
て
は
い
る
の
で
す
が
、大
き
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
印
刷
工
業
組
合
が
扱
う
商
品
な
の

で
利
益
を
追
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、

団
体
契
約
を
活
か
し
一
般
保
険
よ
り

割
安
の
掛
金
で
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。４０
歳
男

性
で
月
３
０
０
円
程
の
掛
金
で
、死
亡

保
険
１
０
０
万
円
が
２４
時
間
保
障
さ

れ
ま
す
。ま
た
近
年
、３０
％
以
上
の
掛

金
の
割
戻
し
配
当
が
あ
り
、実
質
の

掛
金
は
２
０
０
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

営
業
職
や
配
送
な
ど
で
社
外
の
仕
事

が
多
い
方
は
、社
内
勤
務
よ
り
リ
ス
ク

が
高
く
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、

社
員
へ
保
障
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
設
備
の
故
障
に
対
応
し
て
安

い
掛
金
で
補
償
で
き
る
設
備
共
済
制

度
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、組
織
活
性
委
員
会
で
は
、新

規
加
入
促
進
の
た
め
、イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
使
い
、わ
か
り
や
す
く
共
済
制
度

を
説
明
し
た
冊
子
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
リ
オ
に
同
梱
し
て
皆
様
の

お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。ぜ
ひ
と
も

ご
一
読
い
た
だ
い
て
、制
度
の
ご
理
解

と
と
も
に
ご
検
討
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

1

今月号の表紙

今月号の用紙

大阪製ブランド〈シリーズ9〉

杉多製簾株式会社／富田林市 作
天然の竹を活かした「すだれ」は富田林の産業として
江戸時代後期に発展し、優雅で格調高い伝統的工芸品
「大阪金剛簾」が誕生。杉多製簾では、その技術を基に
〈すだれブックカバー〉を開発。自然素材の風合いや
サラリとした手触りには格別の心地よさがあり、布での
内張りと合皮による縁取りによって型崩れのない上質
な仕上がりに。サイズも本の厚さに合わせて調節でき、
好きな本を持って外に出る喜びを増やしてくれます。

記事・取材協力：（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）　
デザイン・制作：（有）ティーズ／校正：富士精版印刷（株）／印刷：国際印刷工業（株）

すだれブックカバー
【特集】高野山「慰霊祭・追悼法要」

【組織活性委員会】Adobeテクニカルセミナー 2019年夏の陣 開催

【委員会レポート】

【大阪印刷関連団体協議会】田中手帳工場見学会

【支部だより】

【交流サービス委員会】わくわく関空見学ツアーのご案内

【マーケティング委員会】セミナー「雇わない経営のススメ」告知

【New Face がっちりPR！】（株）メインカラー

【人材人財】ウチのイチ押し君

【DNA（大青協ネクストアドバンス）】

【広報委員会】女性のための「酒話会」 報告

【PRI・O ショップレポート】 NEW

【技術情報】（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

【SEMINAR】D.D.S.S.

【事業報告】富士精版印刷（株）

【連 載】知ってはりまっか大阪
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　本日は残暑厳しいなかをお参りくださいま
してありがとうございました。大阪印刷産業
人物故者納骨塔は、昭和48年に建立され
て以来、高野山の厳しい気候条件のなか、
46年が経過しました。その間、納骨塔の側
面や屋根のひび割れ、排水工事など、修理
を重ねてまいりましたが、いずれ納骨塔全体
の大修理をしなければならない時期が到来
いたします。立派な納骨塔を維持しこの追
悼法要を守り続けていくことが、私の重要な
責務と痛感しております。
　そこで今後の納骨塔の大修理に備え、
引続き皆さまに浄財としてより一層のお供
えを賜りたく、ここに謹んでご協力をお願い
する次第でございます。

令和元年８月24日
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慰霊祭・追悼法要に
140名が参列

故人の冥福を祈り、遺族の安泰、業界の加護を祈願
　

高
野
山
印
刷
産
業
人
納
骨
塔
奉

讃
会（
作
道
孝
行
会
長
）主
催（
協
賛

／
大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会
）に

よ
る
恒
例
の「
新
物
故
者
慰
霊
祭
並

び
に
納
骨
者・業
界
物
故
者
追
悼
法

要
」が
８
月
２４
日（
土
）、高
野
山
大

霊
園
大
阪
印
刷
産
業
人
物
故
者
納

骨
塔
前
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
た
。

　

当
日
の
高
野
山
は
朝
か
ら
雨
が

ふっ
た
り
止
ん
だ
り
し
て
い
た
も
の
の

時
間
が
経
過
し
て
い
く
に
つ
れ
太
陽

が
出
て
き
て
照
り
つ
け
始
め
る
な
か
、

関
連
団
体
代
表
者
を
は
じ
め
、遺
族
、

一
般
参
拝
者
な
ど
、お
よ
そ
１
４
０
名

が
参
拝
に
訪
れ
、納
骨
塔
内
で
安
ら

か
に
鎮
ま
る
故
人
の
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、遺
族
の
安
泰
と
印
刷・関
連

業
界
の
加
護
を
祈
願
し
た
。

　

大
阪
印
刷
産
業
人
の
拠
り
所
で

あ
る
高
野
山
大
霊
園
の
印
刷
産
業

人
物
故
者
納
骨
塔
は
、大
阪
印
刷
関

連
団
体
協
議
会
加
盟
の
団
体
が
一
体

と
な
り
、昭
和
48
年
８
月
20
日
に
建

て
ら
れ
、そ
の
日
に
開
眼
大
法
要
が
営

ま
れ
た
。以
来
こ
れ
を
記
念
し
て
、毎

年
８
月
20
日
前
後
に「
慰
霊
祭
並
び

に
追
悼
法
要
」を
執
り
行
って
お
り
、

今
年
で
47
回
目
を
数
え
る
。

　

午
前
11
時
30
分
よ
り
蓮
華
院
の

慰霊並びに追悼の辞を読み上げる作道会長 蓮華院の東山泰清住職

大阪印刷産業人物故者納骨塔

浄財ご寄付のお願い
高野山印刷産業人納骨塔奉讃会

会長 作道 孝行

東
山
泰
清
住
職
を
導
師
と
し
て
高

僧
４
名
を
迎
え
て「
前
讃
」と
法
要
は

進
め
ら
れ
、続
い
て
作
道
会
長
が
新

物
故
者
慰
霊
並
び
に
納
骨
者
追
悼
の

辞
を
大
要
次
の
よ
う
に
読
み
上
げ

た
。

　
「
納
骨
塔
は
印
刷
業
界
全
体
の
拠

り
所
と
さ
れ
、未
来
永
劫
の
宿
縁
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
願
い

の
も
と
に
物
故
者
の
ご
芳
名
を
記
し

た
芳
名
録
を
作
成
し
て
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
て
い
る
。新
仏
の
中
に

は
、長
年
組
合
運
営
に
参
画
さ
れ
、印

刷
関
連
業
界
の
重
要
な
役
員
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
方
、印
刷
業
に
就
か
れ

今
日
の
企
業
に
成
長
さ
せ
た
方
な
ど
、

尊
敬
す
る
方
々
が
多
数
お
ら
れ
、大
阪

印
刷
関
連
業
界
が
今
日
あ
る
の
は
物

故
さ
れ
た
方
々
の
偉
大
な
功
績
に
よ

る
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
い
る
」。

　
ま
た
作
道
会
長
は
高
野
山
の
地
に

つ
い
て「
弘
法
大
師
が
開
山
さ
れ
、大

師
御
入
定
後
、１
１
７
０
有
余
年
に
な

る
霊
山
で
あ
る
。ま
た
高
野
山
は
千
古

の
霊
場
で
あ
る
ほ
か
、弘
法
大
師
は
わ

れ
わ
れ
印
刷
産
業
人
に
最
も
縁
の
深

い
文
化
人
で
あ
り
、高
野
紙
、高
野
本

の
木
版
活
字
な
ど
で
関
係
が
深
く
、

実
に
意
義
深
い
聖
地
で
あ
る
」と
述

特集／高野山

焼香される参拝者

べ
、日
本
仏
教
の
聖
地・高
野
山
に
お
い

て
、改
め
て
業
界
発
展
を
祈
念
し
た
。

　
こ
の
後
も
、厳
粛
に
法
要
が
執
り

行
わ
れ
、関
連
団
体
代
表
、遺
族
、そ

し
て
一
般
参
拝
者
焼
香
の
長
い
列
が

続
い
た
。

　

今
年
の
新
物
故
者
は
、関
連
業
界

の
9
名
で
、ご
芳
名
を
拝
す
と
１
０
０

歳
代
の
方
が
１
名
、90
歳
代
の
方
が

３
名
、80
歳
代
の
方
が
３
名
、70
歳
代

の
方
が
２
名
お
ら
れ
、ご
長
寿
で
の
ご

活
躍
が
偲
ば
れ
る
。

　

慰
霊
祭・法
要
の
最
後
に
参
拝
者

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
述
べ
た
作
道

会
長
は「
こ
の
地
に
来
て
お
参
り
す
る

こ
と
は
、我
々
の
先
輩
を
敬
う
こ
と
に

も
な
り
、ま
た
、多
く
の
先
輩
に
道
を

作
って
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
感
謝
す
る

こ
と
に
も
な
る
」と
し
、今
後
も
多
く

の
参
拝
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、同

事
業
を
継
承
し
て
い
く
意
義・重
要

性
を
訴
え
た
上
で
、「
納
骨
塔
は
建
立

さ
れ
て『
昭
和
』『
平
成
』『
令
和
』と

本
年
で
46
年
が
経
過
し
、今
後
も
細

か
な
修
理
は
も
と
よ
り
、全
体
の
大

修
理
が
い
ず
れ
必
要
に
な
る
」と
し
、

浄
財
と
し
て
よ
り
一
層
の
お
供
え
、寄

付
への
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

（
報
告
／
大
印
工
組
事
務
局
）
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組
織
活
性
委
員
会
で
は
去
る
８
月

２
日（
金
）「A

dobe

全
印
工
連
特
別

ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
と
し
て
実
務
者
向
け
の
フ
ォ
ロ
ー

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
２６
名
が
参
加
し
、ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ

㈱
近
藤
氏
よ
り
①
ク
ラ
ウ
ド・A
I
時

代
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル（
A
I
と
共
生

す
る
た
め
の
基
礎
力
の
重
要
性
・

D
T
P
の
周
辺
を
理
解
す
る・活
か
せ

る
技
術
に
気
づ
き
、応
用・発
展
さ
せ

る
）②
多
能
工
への
取
り
組
み（
カ
ラ
ー・

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー・レ
イ
ア
ウ
ト
手

法・画
像
処
理・造
形
）③
イ
マ
ー
シ
ブ

コ
ン
テ
ン
ツ（
A
R
／
V
R
）に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、④
質
疑

応
答
⑤
新
契
約
内
容
の
ご
案
内

（
D
V
D
視
聴
）が
行
わ
れ
、終
了
後
も

た
く
さ
ん
の
個
別
質
問
が
あ
り
、皆
さ

ん
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
回
答
者
21
名
）

Adobeテクニカルセミナー
2019年 夏の陣

Adobe全印工連特別ライセンスプログラムについて

講師の近藤氏（アドビシステムズ㈱）

A
dobe C

reative C
loud

を

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

◆
Y
e
s
導
入
し
た（
20
名
）

導
入
プ
ラ
ン（
複
数
回
答
可
）

全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

利
用
中（
17
名
）

個
人
版
を
利
用
中（
1
名
）

グ
ル
ー
プ
版
を
利
用
中（
2
名
）

導
入
の
決
め
手
と
し
て
、一
番
近
い
も
の

（
複
数
回
答
可
）

初
期
導
入
コ
ス
ト
が
安
い（
10
名
）

新
バ
ー
ジ
ョン
が
必
要（
9
名
）

ラ
イ
セ
ン
ス
管
理
が
楽
に
な
る
た
め（
製
版
部

P
C
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
）（
2
名
）

予
算
計
画
を
立
て
や
す
い
た
め（
2
名
）

取
引
先
と
合
わ
せ
て（
3
名
）

そ
の
他（
1
名
）

導
入
後
の
感
想
は
い
か
が
で
す
か
？

（
複
数
回
答
可
）

非
常
に
快
適（
6
名
）

新
機
能
が
便
利（
4
名
）

こ
れ
ま
で
使
っ
た
こ
と
の
な
い
ア
プ
リ
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た（
3
名
）

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
よ
い
変
化
が
現
れ
た（
1
名
）

ア
プ
リ
以
外
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
便
利
で
よ

く
使
う（
1
名
）

変
化
は
感
じ
な
い（
3
名
）

や
や
不
満（
2
名
）

不
満（
1
名
）

◆
N
o
導
入
し
て
い
な
い（
1
名
）

主
に
お
使
い
のAdobe
製
品
の

バ
ー
ジ
ョ
ン（
複
数
回
答
可
）

C
S
6（
1
名
）

C
S
5（
1
名
）

C
S
4（
1
名
）

Creative Cloud

導
入
の
予
定

検
討
し
て
い
る（
1
名
）

ご
意
見・ご
要
望
な
ど

ラ
イ
セ
ン
ス
管
理
が
不
便
。

使
用
で
き
る
過
去
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
限
定
さ

れ
厳
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共済事業キャンペーン
生保・損保連絡会議 議事録

日　時：7月26日（金） １7時30分～18時
場　所：大阪印刷会館 4階会議室
出席者：組織活性委員会役員4名、生保・損
　　　保担当者6名、事務局2名 計12名

　事務局より次第により進行することを告
げ議題に移った。

議題1.各共済制度の加入状況について
（令和元年7月1日現在：資料１）
◆生命共済制度（ライフピア）
加入事業所　100社（前年比3社減）
加入者数　　866人（前年比11人減）
契約共済金額18億9,000万円（前年比
750万円減）
◆災害補償共済制度
加入事業所　10社（前年比1社増）
加入人員　　297人（前年比18人減）
加入口数　　544口（前年比38口減）
◆せつび共済
加入事業所数　27社（前年比1社増）
◆医療・がん共済制度
加入人員　7人

議題2.募集期間について
　令和元年9月1日から令和2年3月31日
までの7カ月間を共済キャンペーン期間と
し加入促進を図ることに決定した。

議題3.加入促進方法について
　事務局より各保険会社の各支部分担を
説明①社名変更：三井→大樹②福島支部
担当：住友生命→日本生命）。各保険会社
（第一生命、大樹生命、日本生命、大同生命、
住友生命、共立）の担当者から体制及び目
標・活動内容について報告があった。
・第一生命からは支部の集まりについて情
報をいただきたいとの要望があり川畑委
員長より宿泊を伴う総会などを除いて各
支部長へ問い合わせなどを行うことで了
解、各支部の行事に合わせ勧誘活動を行う
ことが確認された。

その他．事務局より、以下の点についての
説明があった。
①組合行事は大印工組のＨＰにて確認し勧
誘活動に活用されるよう各生保へ依頼。
②生命共済制度“ライフピア”の加入・脱退
の締切日について加入が毎月５日、脱退が
毎月２０日（期間の順守）をお願いした。
③事務局からキャンペーンの支援として、
８月下旬に生命共済制度“ライフピア”「加
入促進についてのお願い」を各支部長宛に

送る予定について連絡した。
④各保険会社へ活動報告書の提出につい
て依頼した。
　岡本副理事長より、各保険会社へ掛け金
と給付金のことでライフピアを他の団体保
険と比較して、例えばテレビなどで宣伝し
ている共済制度と同じような条件として優
位性を説明できないか問われた。第一生命
（北村氏）から母体（加入者規模）の大きさ
が違うことと給付の内容の違いなどから一
概に掛け金の安さや給付のよさを売り文
句にすることは難しいと回答された。
⑤活動報告については各保険会社へ別紙
様式にて提出を依頼した。
　毎月の報告について第一生命（北村氏）
から必要かどうかの質問があった。岡本副
理事長より各保険会社の活動を知るため
にあるものなので、結果が出ていれば不要
かもしれないが当面は提出いただく方が
よいと回答された。
●その他、事務局より各保険会社へパート
ナーシップ会員加入について説明した。
岡本副理事長、川畑委員長より補足説明、
加入促進がされた。

　以上で議事の審議を終えて、18時閉会
した。

（報告：大印工組事務局）

令和元年度
第5回 例会運営委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：8月７日（水） １８時～20時
場　所：大阪新阪急ホテル２階 「雪の間」
出席者：家田委員長、他13名（欠席者1名）

１．開会の挨拶
　松本副理事長、家田委員長より開会の挨
拶がありその後、議案審議に入った。

2．報告事項
（１）第４回例会運営委員会議事録（7/17）
　 各自お目通しいただくこととなった。
（２）全印工連フォーラム懇親会イベントについて
　 10月4日（金）18時～20時ホテル日航
大阪で開催の全印工連フォーラム（懇親会
部分）について、松本副理事長、家田委員長
より当日の催事等報告があった。委員で当
日来られる方は17時30分集合となった。
インフォメーションセンターを設営し、全国
の役員の方々へ観光マップを配布するな
ど対応をする。あと、大阪のご当地のお酒
を用意することになった。
（３）正副理事長会での審議結果について
　 松本副理事長より8月6日に開催された
正副理事長会に再提出した組合員例会の

概要について審議が通ったことの報告が
あった。

3．討議事項
（１）第１回組合員例会について
　９月１８日に開催される「組合員例会」に
ついて協議。家田委員長より全体概要につ
いて説明があった。当日の各テーブルには
例会運営委員が１名付く。テーブルの数が
多く、委員だけでは人手不足のため副理事
長にも１テーブル付いていただく。その後、
15テーブル（Ａ～Ｏ）担当と役割分担を決
めた。なお、１テーブルは8～9名となる。
　クイズ内容については３問用意。第1問
は例会運営委員会、第2問は理事長、第3問
は事務局に数のクイズを考えてもらう。
　景品については、人数が決定後、購入す
る。席決めは支部や年齢等関係なくフラット
な雰囲気ができ、なおかつ一番スムーズな
方法を採用することとなり、受付でテーブル
番号のカードを無作為に渡す方法となった。

　ここで、会議の４０分が終了し、その後、９月
１８日の組合員例会当日の食事メニューを
食しながら、各自さまざまな意見交換をし
た。食事については、すべて分けられる料
理（すべて人数分）にしてほしい等の意見が
あったのでホテル側に伝えた。
（２）官公需対応について
　次回の委員会にて協議することとなった。

4．その他
（１）今後のスケジュールについて
（２）広報誌PRI・O原稿締切日について　
　９月１８日組合員例会内容記事（1ページ）
→11月号掲載（原稿締切9/25）
　
　以上で議事は終了し、20時に閉会となった。

（次回日程）
日時：９月１３日（金）18時～
場所：大阪印刷会館 会議室

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第2回 組織活性委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：7月２6日（金） １８時～19時10分
場　所：大阪印刷会館
出席者：岡本副理事長、川畑委員長、
　　　他１３名（欠席者５名）
　　　司会：川畑委員長・事務局

１．経営合理化委員会石川委員長より
　令和元年9月27日（金）開催の「㈱甲南堂
セミナー＆工場見学」をPR、たくさんの参
加をいただくよう依頼があった。

２．各保険会社（6社）より
　共済事業拡大キャンペーン（ライフピア）
について各担当の紹介・挨拶。大同生命か
らは損金処理の関係について税制度の改
正（法改正）に伴い保険の内容が変わった
こと（新商品）について説明があった。

3．委員長挨拶
　「㈱甲南堂セミナー＆工場見学」につい
て組織活性委員会からも3名の参加があ
り委員においてもぜひ参加協力をいただ
きたいと述べられた。ビアパーティーや支
部のイベントは支部活動の活性化にもつ
ながると思うので委員の皆様もぜひ参加
してもらうようにと述べられた。また、共済
キャンペーンが始まることから各保険会社
の紹介と保険加入による組合員メリットを
受けていただくことを広げていきたいので
皆さんのご協力を、と述べられた。

4．報告事項
（１）令和元年度生保連絡会議について
　事務局より資料１の各保険会社の支部
割について説明。内容について川畑委員長
より補足、第一生命から各支部の総会・役
員会などの情報について知る方法と支部
行事への参加について質問と要望があっ
た。川畑委員長から各支部（長）へ保険会社
からの依頼に対してできる限りの協力・対
応をお願いしたい、と依頼された。
（２）新規組合員メリットパンフレット作成について
　事務局より資料に基づき説明、その後、
川畑委員長より別紙「委員会事業検討シー
ト」を参照、シートの目的・意義を説明され
た。これについては前回の正副理事長会・
常任役員会で承認に至っておらず部数、概
要など修正が必要であることを報告され
た。部数については500部を1,000部に増
やし、内容の修正については速水副委員長
にお願いしていると述べられた。その他、配
布方法（PRI・O同梱）、説明は例会で行う（趣
旨：共済への新規加入、退会の防止に役立
てる）。組合収入の増という観点からもパン
フレットの作成を進めていくと述べられた。
パンフレットができたら各委員においても
活用いただくよう述べられた。
（３）組合のご案内パンフレット（現行）について
　事務局より資料3により修正状況の報告
を行った。川畑委員長より補足説明があり、
ご案内パンフについては先の新規メリット
パンフの部数を増やす（予算枠）ことになっ
たので、今期の当事業は来年度へ持ち越す
と発言された。（内容の修正については各委
員より引き続き米花副委員長へ依頼を）
（４）支部献血運動について
　事務局より資料４にて説明。川畑委員長

より正副委員長と岡本副理事長で分かれ
て参加することを確認された。委員につい
ても参加できる方は行っていただくよう依
頼された。
（５）Adobeテクニカルセミナー夏の陣について
　事務局より資料５により説明。岡本副理
事長よりAdobe契約について現行プログ
ラムの改定予定（11月）を説明、全体的にメ
リットの額は多少下がるが契約の選択肢が
増えることと、市販で購入するより安価で
あることを説明された。事務局より全印工
連からの情報が入り次第、組合員へのお知
らせをすることを補足した。
（その他）事務局より新規組合加入申し込
み用紙の配布、川畑委員長より各支部あて
のメリット表（30人以上の会社をマークし
た）を参照に個別に訪問できる会社につい
てヒアリングを行うこととなった。10分程
度の時間を取って、支部長が各所属支部か
ら訪問する会社の選出をしていただくよう
依頼、その後、正副委員長と副理事長で手
分けして支部ごとのヒアリングが行われ
た。ヒアリング終了後、別紙（パンフレット）
マーケティング委員会のセミナー案内（福
山委員から）があり、「ブルーオーシャン」及
び「事業承継」について参加を呼びかけら
れた。また、MUDグランプリコンテストの
作品募集も併せて行われた。

　最後に副理事長挨拶があり、すべての議
事が終了し、１９時１０分に閉会した。

（次回日程）
日時：９月１２日（木）18時～
場所：大阪印刷会館

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第5回 マーケティング委員会

議事録（一部抜粋）

日　時：8月21日（水） １８時～19時45分
場　所：㈱シー・レップ
出席者：浦久保副理事長、山本委員長、
　　　 他12名（欠席者3名）

１．開会の挨拶　２．議題並びに資料の確認
３．副理事長挨拶　４．委員長挨拶

５．委員プレゼンテーション
　（㈱シー・レップ 北田委員）
　１９９０年に創業。今年の６月で３０周年を
迎えた。まず、グループの業績の推移につ
いて創業から現在までを第１次経営フェー
ズ～第５次経営フェーズに分類、ならびに停
滞期について説明。その後、今後の２カ年
(29期、３０期)のテーマ(外部環境について
は「デジタルシフト・チャレンジドオフィス」、
内部環境については「経営体質の強化・
ホールディングス経営(各社の経営理念・方
針等)」)について今年の６月に行われた社内
向けの経営発表会の説明が行われた。引き
続き、同社におけるＭＶＰ(個人・グループ)・
勤続表彰制度について説明が行われた。

6．検討事項（グループ討議）
（１）ＭＵＤチームについて（１１/２２開催分）

　山本委員長より、今回のＭＵＤグランプ
リでは一般から５０作品応募してもらうこと
が目標となっているので、各委員からも１作
品以上をお願いしたい。ＭＵＤセミナーの
案内については現在、浦久保副理事長が
案内を作成している。完成したら各支部の
皆様に告知をお願いしたい。
（２）事業承継チームについて（９/３０開催分）
①事業承継セミナーのご案内
②事業承継セミナー参加者名簿
（３）マーケティングチームについて（１０/３１
開催分）
①マーケティングセミナーのご案内
②マーケティングセミナー参加者名簿
　山本委員長より各チームの状況説明を
行った後、各チームに分かれて副委員長を
中心にグループ討議が始まり、それぞれ報
告が行われた。
（田畑副委員長）…「マーケティングセミ
ナーの申込状況は１５名である。本日、委員
各位に申込をいただき合計２２名となった。
所属している支部の役員会等でマーケ
ティングセミナーの告知をしていただき、
申込書を書いてもらうようお願いしていた
だきたい。引き続き山本素之委員より大青
協、他府県青年部を、事務局より他府県工
組等に集客・告知をお願いしたい。８月末に
事務局より大印工組組合員に再度一斉
FAXをお願いしたい。定員は６０名である。
９月１８日（水）の組合員例会ではセミナーの
PRをさせていただき、しっかり告知したい」

と発言された。
（福山副委員長）…「来週の２７日に山田コン
サルティンググループ㈱の講師の中村氏
と打ち合わせをする。今後は集客を中心に
行っていく。委員各位は、PRI・O９月号が組
合員各社に９月１０日頃に配布されるので、
再度、集客をお願いしたい。セミナー内容
について質問等があれば、PRI・O９月号に
案内を掲載していることを伝えていただ
きたい。仕入れ業者等で組合に未加入の
企業にも案内をお配りいただきたい。関連
団体、近畿地区工組の皆様には事務局経
由で集客・告知をお願いしたい」と発言さ
れた。

7. 報告依頼事項
（１）大阪印刷産業人ゴルフ大会のご案内
　（10/１０開催分）
（２）経営合理化委員会セミナー＆工場見学
　会のご案内
（３）勝ち残り合宿ゼミのご案内
（４）各種無料相談案内
　事務局大喜多より報告・案内を行った。
　　
　以上で議事は終了し、19時45分に閉会
となった。

（次回日程）
日時：９月２４日(火）18時～
場所：大阪印刷会館

 （報告：大印工組事務局）
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　8月1日(木)ホテル阪神大阪において午
後6時30分より福島支部「第16回懇親ビア
パーティー」に組合員と従業員、家族、協賛
会社の方々173名が参加した。
　来賓には大印工組作道理事長、松本副
理事長、他支部の方にもお越しいただき、
ビールや料理で夏の疲れを癒した。昨年に
続きテーブルに配膳してもらうスタイルで、
ゆっくりと話ができた。
　イベントではお馴染みの「西潟佳世」ライ
ブ。今年で10回目になりポップスやロック、
バラードとさまざまな曲で参加者を楽しま

せてくれた。
　また今回は、青年会のメンバー「緑青会
オールスターズ」による「明日があるさ」をリ
レー形式で熱唱し家族や従業員の方から
声援を受け会場は大盛況! そのままの勢い
で「WAになっておどろう」では舞台から客
席に降りて皆で一緒に歌い踊り、一丸と
なって場を盛り上げたが、一番楽しんでい
たのは本人達のように見えた。
　恒例の抽選会では「ちょっと豪華」に商品
券やホテル阪神ディナー券、最後の一品ま
でワクワクする抽選会になった。

　昨年のビアパーティーを福島支部70周
年事業の幕開けとし、スローガン「次代へつ
なぐ新たな挑戦!」を掲げ１年間さまざまな
行事に挑戦してきた。その締めくくりとして
今回、スタッフや参加者が一つになり楽しい
ひと時を過ごせたことは支部の結束が強く
なり次代へつないでいける力となっている
ように思えた。
　午後8時40分に法被姿のスタッフ全員
が舞台に上がり山崎副理事長の大阪締め
で今年のビアパーティーはお開きとなった。

（㈱中川印刷所 中川敏之）

懇親ビアパーティー 福島支部

乾杯! パーティーの始まりだ

大阪締めでありがとうございました歌って踊って大盛況

緑青会オールスターズ

大阪印刷関連団体協議会INFORMATION

　大阪印刷関連団体協議会（作道孝行会
長）は６月21日、田中手帳株式会社（大阪市
住之江区、田中尚寛社長）の工場見学会を
開催した。
　当日は56人が参加し、部門ごとに近隣に
分かれた３つの工場を順次見学した。

　最初はインデックス事業部。広々とした
フロアにスイス製の高性能インデックス加
工機10台が設置され、製本済みの完成本
にカッティング、スタンピング、コーティング
という連続加工が完全自動で行われてい
る。初めて見る人がほとんどで、リズミカル
で精度の高いマシンの動きを興味深そう
に見入っていた。
　続いて隣接する工場では、多丁付けされ
た印刷全紙のインデックス部分にスクリー
ン印刷機でスポットコーティングをする様
子を見学した。
　このスクリーン印刷によるコーティング
とスタンピング後のコーティングというダ
ブルコーティングによってインデックスの
強度が飛躍的に向上。これが顧客に歓迎さ
れ、独自技術として特許も取得している。
　このあと、本社工場に移動して、断裁・折
り・丁合・糸綴じ・背均し・下固め・見返し貼り・
背巻き・背均し・リボン付け・表紙くるみと
いった手帳製本の工程全体の説明を聞くと
ともに、下固めから背均しまでが一つのラ
インで流れる「タナカスーパーライン」と命
名された独自の生産ラインを見学した。

見学のあと質疑応答が行われた。
　大阪府製本工業組合の理事長で大阪
印刷関連団体協議会の副会長をつとめる
岡本城夫氏があいさつに立ち、手帳製本技
術の向上と合理化に情熱を注いだ先代社
長、田中成和氏（故人）とのエピソードを交
えながら同社の卓越した技術力と生産力
を称賛した。

　続いて、田中尚寛社長があいさつに立
ち、１９９４年に立ち上げたインデックス事業
部が当初は苦戦したが、市販品への進出に
さいして「インデックス付き手帳」が有力な
武器になり、今や同社の主力製品に成長し
たことを紹介した。このあと会場を移して懇
親会が行われ、この日の見学会を終えた。

（報告：㈱印刷出版研究所）

手帳製本のイロハを学ぶ
独自のインデックス加工も
田中手帳の工場見学会

岡本副会長

質疑応答

インデックス加工機

スクリーン印刷機

田中社長

糸かがり

説明する田中社長

製造ライン
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懇親納涼ビアパーティー 生栄支部

　生栄支部は８月２日（金）、ＫＫＲホテル大阪
にて懇親納涼ビアパーティーを開催し５２名
が参加した。
　高橋支部長の開会挨拶の後、三木氏の
乾杯にて開演。猛暑が続くさなかガーデン
にて夕日に照らされる大阪城を見ながらの
宴となった。
　当日は東和支部様も同じホテルの３階で
ビアパーティーをされていたため、途中お
互いが行き来するような光景になった。

　そして作道理事長にぜひ生栄支部にて
挨拶を頂戴したいとお願いし、ガーデンま
でお越しいただき、組合の皆様への労いの
言葉とこれからの大阪府印刷工業組合の
益々の活性化へのお話をいただいた。
　宴も中盤にさしかかり恒例のビンゴゲー
ムがスタート！私、高橋の「ビンゴ～シュー
ト！」の掛け声で皆さんテンションＵＰ！今年は
全員に景品が当たるようにした。景品の内
容に納得してもらえたかは不明だが、なに

かしら持って帰ってもらっているので「よ
し！」としよう（笑）。全員に景品が当たった頃
にそろそろお開きの時間が。
　最後に空井氏の中締めにてお開きと
なった。おいしいお料理をいただき皆さま
の笑顔をいっぱいみさせてもらった。
　皆さまご参加いただきありがとうござい
ました。来年もまた楽しみましょう！！

(㈱新進社 高橋孝一 )

グルメパーティー 東和支部

　今年も夏の恒例行事「グルメパーティー」
が、8月２日（金）KKRホテル大阪にて開催さ
れた。
　一面ガラス張りの窓から大阪城を正面に
眺める趣のある「銀河の間」に270名が集ま
り、午後6時30分より作道印刷㈱長谷川さ
んの総合司会で始まり、木原支部長の挨拶
でスタート。

　来賓の作道理事長の挨拶があり、吉田前
理事長の乾杯で食事に移り、しばし生ビー
ルなどのお酒や食事に舌鼓を打ちながら
楽しい時間を過ごした。
　大いに盛り上がる中、7時20分より皆様
が楽しみにされている抽選会が日本紙興
㈱清水社長の司会進行によりスタート。
　くじ引きの結果に会場が一喜一憂する

なか、1等賞品の黒毛和牛ステーキは共進
社印刷㈱様が獲得され、続いて支部長賞
のカタログギフトを和合印刷㈱様が獲得さ
れた。
　大いに盛り上がったのち、中原副支部長
の中締めの挨拶で解散となった。

（作道印刷㈱ 山本大）

木原支部長

子供賞 東和会 青年クラブ

大同生命賞ご提供賞2ご提供賞1

メイン会場

作道理事長 吉田前理事長の乾杯発声 中原副支部長の中締め

高橋支部長 作道理事長

三木氏の乾杯発声 空井氏の中締め
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ビアパーティー 天親支部

　猛暑日が連日続く８月３日土曜日。恒例と
なりつつあるビアパーティー。本年も昨年
同様、堺の西の玄関口である南海本線堺駅
横にあるホテル・アゴーラ・リージェンシー
堺のビアガーデンで夜６時から始まった。
　会場は1階の広場にこの時期だけ座席や
テーブルその他、什器を入れガーデン風に
仕上げた所なので結構広い。それなので、
他のお客さんがいっぱい。支部長挨拶、乾
杯の発声など形式的なものは一切、邪魔な
ので阿吽の呼吸で始めた。
　当日は、1社につき２名は無料ということ
もあり堺支部では参加者が多い方で、組合

員関係９社１６名、新組合員予定者２社２名。
それに大印工組の事業の説明に関して事
務局の大喜多さん、保険・共済の説明に関
しては大同生命の西原さん両名の協力を
得て、普段は懇親ばかりだが、今回は色々と
メリットと成り得る説明に協力いただき、あ
ちこち回って、より深い理解を得るように奮
闘してもらった。さすがに２０名もの参加者
がいるとそこそこの行事が開催できる人数
だなァと実感できた。一日も早く、その人数
に近づけるように色々と段を考えて実行に
移したいと考えている。
　酔いが進むほどに、気が合う仲間が集ま

り、時事問題や、趣味の話や子、孫の話題、最
近の商売の話など色々と出てきて話に花が
咲き、より一層、酒が進む。「この頃、どうでっ
か」「ぼちぼちでんなァ」など、バブル時代は
「どうでっか？」「儲かってます」という意味で
あったが、この頃では「どうでっか」「あきまへ
ん」が多くなっているように思う。このような
懇親の機会を通じて親しくなり情報交換や
商売のやり取りなど、経営に少しでも役立つ
ように可能な限り場を作っていきたいと考
えている。時も過ぎ、皆、上機嫌。９時という
ことで流れ解散。 

（大盛印刷㈱ 橋本正幸）

　天親支部では８月９日（金）恒例のビア
パーティーを開催した。今年は場所を大阪
城北詰のガーデンオリエンタル（旧大阪市
長公邸）に場所を変え、連日３５度を超える
猛暑日が続くなか、この日も晴天猛暑で140
名の方々にご参加いただき盛大に和やか
に福山副支部長の司会でパーティーが執
り行われた。
　初めに宮田支部長が挨拶を行った後に、
今年はラグビーワールドカップイヤーでも
あることから天親支部では地元・天王寺か
ら近鉄ライナーズ・ラグビーチームをお招

きし、日下広報および元日本代表・タファ統
悦アンバサダーからワールドカップラグ
ビーにおける日本チームの展望を熱く語っ
ていただいた。ラグビーを知らない参加者
からも大変興味を引く話で、おもしろく楽し
く乾杯までの時間をラグビーの話題で過
ごした。
　乾杯は浦久保副理事長の発声でスター
ト。みなさんおいしい料理とお酒を堪能し
たところで今年は抽選会を執り行った。家
田委員長、小脇幹事の司会で抽選会を進
行しドローンやタラバガニなどの豪華賞品

に加え、賛助会員から宿泊券、近鉄ライ
ナーズからラグビーグッズを提供いただ
き、例年になく豪華賞品が勢ぞろいした。司
会者の計らいで抽選会は受賞者をいじり
倒して（笑）おもしろおかしく大いに盛り上
がった。
　中締めは新聞印刷・福山会長より天親支
部の歴史など振り返り熱く語っていただき
感動の幕切れとなった。
　ご参加のみなさま、ご協力いただいたみ
なさま、ありがとうございました。

（天親支部 宮田玲）

賞品授与

中締め挨拶 近鉄ライナーズ賞品授与 タファ統悦元日本代表（左）と日下広報

賞品授与 賞品授与 福山会長の挨拶

司会の福山副支部長 宮田支部長 家田委員長

乾杯の光景

浦久保副理事長の乾杯発声

ビアパーティー 堺支部
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第２回 SUMMER BEER PARTY 大盛況！！ 八尾南支部

　八尾南支部（山形支部長）は8月23日
（金）１９時よりあべのハルカス大阪マリオッ
ト都ホテルＣＯＯＫＡにてビアパーティーを
開催した。
　支部では2回目のビアパーティーで、企
業参加率もほぼ１００％近く総勢７6名参加
で私、石川司会で始まり、新しく組合員にな
られたjiGen様の紹介、浜元代表より挨拶
があり次に山形支部長が「この時間を大切
に使って組合員同士の交流を深めてくださ
い」と挨拶、大印工組から来賓として参加し
ていただいた岡本副理事長・木原常務理
事・川端常務理事の紹介、次に岡本副理事

長より「どんどん支部を盛り上げて活性化
してください」との挨拶と乾杯の発声でス
タートした。
　高級感あるレストランで高さ１００mから
大阪の街を見渡せる空間でのおいしい料
理＆ビールをいただき、夜景を撮影したりし
て楽しんだ。
　今回は大抽選会前に会社対抗運試し
ゲームを実施した。プロ野球ドラフトと同じ
く封筒に入った「幸運」と書いた紙を引いた
人が勝者で会社代表1名が出て始まった。
歓声のなか進み優勝は新組合員jiGen様
だった。

　その後、大抽選会を開催。1位の松阪牛
から20位まで抽選券の番号を読み上げる
度に大いに盛り上がった。
　終盤になり中締めとして日栄印刷紙工
加藤社長からビアパーティ－準備のお礼と、
「皆様に盛り上がって楽しんでもらいよかっ
た。次回も参加お願いします」と挨拶しても
らい21時に終了したが、ほとんどの方が３０
分延長で引続き残っていた。関係各位の協
力もあり無事にビアパーティーが開催でき
た。来年第３回大会は今回以上に盛り上がる
会としたいと思う。皆様お疲れさまでした。

(日広㈱ 石川泰雄 )

PRI・O  2019.10 PRI・O  2019.10
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　大阪府印刷工業組合の北支部（川畑利
之支部長）は８月20日、大阪駅前第１ビル
12階の「神仙閣大阪店」において第41回納

涼ビアパーティーを開催。組合員ほか、賛
助会員、来賓など２５０名以上が参加し、本
格中華バイキングと飲み放題のビールを
楽しみながら親睦を深めた。
　午後６時半頃、主催者を代表して川畑支
部長が登壇。多数の参加に感謝の意を示し
た上で「毎年恒例の行事であるビアパー
ティーは、支部の数ある行事の中でも、経
営者だけでなく従業員の皆様も参加され
る最大規模、かつメインの行事である。本
日は社内外の交流を深めながら、最後まで
楽しんでもらいたい」と挨拶した。
　川畑支部長による来賓紹介に続いて、来
賓を代表して大阪府印刷工業組合の作道

孝行理事長が挨拶。本部事業である組合
員例会などを通しながら、組合員のために
なる情報発信に努めていく姿勢を示した。
　このあと、同組合の東條秀樹副理事長の
乾杯発声によりビアパーティーがスタート。
マジシャン・エンターテイナーのＭＩＫＩＹＡ氏
によるマジックショーなどを楽しみながら随
所で歓談の輪が広がった。また、豪華景品
が用意されたお楽しみ抽選会や、じゃんけ
んゲームなどで盛り上がり、宴もたけなわ
となった頃、福本晋士副支部長が閉会挨拶
し、最後に大阪締めでお開きとなった。

（㈱日亜商会 大河内秀起）

第41回 納涼ビアパーティー 北支部

川畑支部長の挨拶

作道理事長の挨拶

東條副理事長の乾杯発声

大抽選会MIKIYA氏によるマジックショー

じゃんけんゲーム

山形支部長山本マーク製作所の皆様

加藤社長日栄印刷紙工の皆様 優勝のjiGen様

来賓の皆様

jiGen様 明和印刷の皆様 ゲーム大会

大阪印刷工業の皆様ヤマガタグラビヤの皆様

岡本副理事長
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華ランチビュッフェで舌鼓！また関西空港や

電車：JRまたは南海電車関西空港駅～第一ターミナル南団体バス乗降所へお越しください。

をご記入
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■企業データ
社　名：株式会社メインカラー
所在地：〒536-0007 
　　　　大阪市城東区成育３-１７-２２ 
　　　　電話06-6932-5933
　　　　FAX06-6931-6629
創　業：1959年（昭和34年）
代表者：代表取締役社長 因野利也
http://www.maincolor.co.jp

株式会社メインカラー  専務  因野昌也（東和支部）

個人が持つ能力を余すことなく発揮でき、
それらが集まり何十倍のパワーを発揮する
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新

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、特
筆
す
る
べ
き
は「
平
台
校

正
機
」で
す
。こ
れ
は
C
M
Y
K
1
色

1
色
を
1
版
ず
つ
熟
練
の
職
人
が
手

作
業
で
刷
り
重
ね
て
フ
ル
カ
ラ
ー
の

色
校
正
を
仕
上
げ
ま
す
。こ
の
重
厚

か
つ
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
精
密
機
械
は
、日

本
で
も
有
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら
に
深
刻
な

の
は
、そ
れ
ら
を
扱
え
る
職
人
の
減
少

で
す
。し
か
し
、当
社
で
は
優
秀
な
職

人
が
多
く
在
籍
し
、そ
の
技
術
も
次

の
世
代
へ
確
実
に
伝
承
し
て
いって
い

ま
す
。

　
設
備
も
大
切
な
財
産
で
す
が
、もっ

と
も
大
切
な
の
は「
人
」で
す
。社
員
一

人
ひ
と
り
が
会
社
を
支
え
て
い
る
の

で
す
。常
に「
人
」を
大
切
に
し「
個
人

が
持
つ
能
力
を
余
す
こ
と
な
く
発
揮

で
き
、そ
れ
ら
が
集
ま
り
何
十
倍
の
パ

ワ
ー
を
発
揮
す
る
」そ
れ
が
我
々
の
方

針
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、お
客
様
の

ご
要
望
に
的
確
迅
速
に
お
応
え
す
る

た
め
、「
色
に
こ
だ
わ
り
、品
質
に
こ
だ

わ
り
」豊
か
な
企
画
力
と
確
か
な
技

術
で
、お
客
様
の「
売
り
た
い
、伸
ば

し
た
い
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
会

社
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

専務 因野昌也

昭
和
の
24
年
、平
和
を
尊
ぶ
世
の

中
の
到
来
を
示
唆
し「
社
会
が
高

度
に
進
化
す
れ
ば
印
刷
を
基
盤
と

す
る
情
報
産
業
が
必
要
に
な
る
」。

先
を
読
ん
だ
青
写
真
を
も
と
に

し
て
、一
心
社
は
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
30
年
か
ら
約
20
年
に
わ
た
る

高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、社
業

も
規
模
を
拡
大
し
、役
割
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
き
ま
す
。い
つ
し
か

現
場
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
主
役
に

な
り
、人
知
と
の
協
働
が
は
じ
ま

り
ま
す
。そ
ん
な
変
化
が
お
こ
り

創
業
か
ら
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
て

も
、共
に
励
む
、仲
間
の
絆
は
変
わ

る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
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頼
ら
れ
る
存
在
め
ざ
し
て
頑
張
る
㈱
和
気
の
新
人
4
名
を
紹
介
し
ま
す

人人
材財

ウ
チ
の
イ
チ
押
し
君

た

く

や

み

つ

お

か

■
出
身
地
／
岡
山
県
　
■
ニッ
ク
ネ
ー
ム
／

ミ
ツ
オ
カ
　
■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
箱
に

興
味
が
あ
っ
た
か
ら
　
■
仕
事
内
容
／
木

型
製
版
　
■
仕
事
の
や
り
が
い
／
ミ
ス
せ
ず

素
早
く
作
業
す
る
　
■
趣
味
／
音
楽
鑑
賞

■
特
技
／
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
　
■
好
き
な
言

葉
／Tim

e is m
oney

　
■
20
年
後
の
自

分
／
後
輩
か
ら
頼
ら
れ
る
上
司
　
■
ひ
と

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
幅
広
く
仕
事
を
覚
え
て
い

き
た
い
と
思
って
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

光
岡 

拓
哉 

さ
ん

東
支
部

（
㈱
和
気 

勤
務
／
入
社
3
年
目
）

時
間
の
正
確
さ
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
！

■
出
身
地
／
大
阪
府
守
口
市
　
■
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
／
や
ま
も
っ
ち
ゃ
ん
、お
嬢
　
■
な

ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
モ
ノ
づ
く
り
に
興
味
が

あ
っ
た
た
め
　
■
仕
事
内
容
／
製
造
事
務

■
仕
事
の
や
り
が
い
／
頼
ま
れ
た
仕
事
を
最

後
ま
で
や
り
き
っ
た
時
の
達
成
感
　
■
趣
味

／
映
画
鑑
賞
、旅
行
、カ
フ
ェ
巡
り
　
■
特

技
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
■
好
き
な
言
葉

／
人
生
一
度
き
り
　
■
20
年
後
の
自
分
／

結
婚
し
て
素
敵
な
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
い
た

い
　
■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
向
上
心
を
忘

れ
ず
日
々
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
！

や

ま

も

と

な

 
お

 

み

山
本 
奈
緒
美 
さ
ん

東
支
部

（
㈱
和
気 

勤
務
／
入
社
4
年
目
）

ス
ー
パ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

人
間
で
す
！

ス
ポ
ー
ツ
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
！

体
力
作
り
に

励
ん
で
い
ま
す
！

■
出
身
地
／
大
阪
府
　
■
ニッ
ク
ネ
ー
ム
／

も
り
も
っ
ち
ゃ
ん
　
■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？

／
製
造
業
に
興
味
が
あ
っ
た
た
め
　
■
仕
事

内
容
／
営
業
　
■
仕
事
の
や
り
が
い
／
携

わ
っ
た
製
品
が
店
頭
に
並
ん
だ
時
に
達
成
感

が
あ
り
ま
す
　
■
趣
味
／
自
転
車
、革
細
工

■
特
技
／
サ
ッ
カ
ー
　
■
好
き
な
言
葉
／

一
石
二
鳥
　
■
20
年
後
の
自
分
／
若
々
し
く

あ
り
た
い
で
す
ね
　
■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

／
お
客
様
か
ら
の
イ
チ
押
し
君
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
！

と
お
る

も

り

も

と

森
本
　
徹 

さ
ん

東
支
部

（
㈱
和
気 

勤
務
／
入
社
6
年
目
）

あ

さ

は

ら

き

さ

と

浅
原 

希
里 

さ
ん

東
支
部

（
㈱
和
気 

勤
務
／
入
社
4
年
目
）

■
出
身
地
／
兵
庫
県
明
石
市
　
■
ニッ
ク

ネ
ー
ム
／
き
り
ち
ゃ
ん
　
■
な
ぜ
、こ
の
業

界
に
？
／
イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
が
し
た
か
っ
た

た
め
　
■
仕
事
内
容
／
パッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
　
■
仕
事
の
や
り
が
い
／
デ
ザ
イ
ン
が
楽

し
い
こ
と
　
■
趣
味
／
映
画
鑑
賞
　
■
特

技
／
人
の
誕
生
日
を
覚
え
る
こ
と
　
■
好

き
な
言
葉
／
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
　
■

20
年
後
の
自
分
／
頼
ら
れ
る
先
輩
に
な
り

た
い
　
■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
向
上
心
と

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
！

◆
9
月
定
例
会
・
暑
気
払
い
報
告

11
月
定
例
会
は
11
月
5
日（
火
） 18
：
30
〜
大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）

　
大
阪
青
年
印
刷
人
協
議
会
２
０
１
９
年
９
月
の

定
例
会
を
参
加
者
２１
名
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
」が
９
月
28
日
の
開
催
と
迫
り
事
前
チ
ェッ
ク
役

割
分
担
、当
日
の
進
行
の
確
認
を
本
番
に
備
え
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、兵
庫・和
歌
山・大
阪
の
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
実
践
結
果
の
発
表
も
あ
り
、参
加
さ
れ
る
議
員
の

皆
様
に
は
多
く
の
刺
激
を
受
け
、吸
収
し
、自
社
の

取
り
組
み
へ
と
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、８
月
に
開
催
し
た
初
と
な
る
支
部
二
世
会

合
同
イ
ベ
ン
ト
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。台
風
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、無
事
開
催
さ
れ
大
変

好
評
を
得
ら
れ
、次
へ
の
開
催
と
活
性
化
の
足
掛
か

り
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
半
に
は
年
明
け
に
開
催
す
る「
キ
ッ
ク
オ
フ
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
２
０
２
０
」「プ
リ
ン
ト
ネ
ク
ス
ト
２
０

２
０
」の
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。キ
ッ
ク

開
催
日
時
／
9
月
3
日（
火
） 

18
時
30
分
〜

場　
　
所
／
大
阪
印
刷
会
館

参
加
人
数
／
21
名

オ
フ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
は
登
壇
い
た
だ
く
講
師・会
場

も
決
定
し
講
演
す
る
詳
細
を
決
め
、皆
さ
ん
に
来
て

よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。今
回
の
プ
リ
ン
ト
ネ
ク
ス
ト
は
秋
田
県
で
の

開
催
と
い
う
こ
と
で
、秋
田
県
の
関
係
人
口
会
議
の

方
々
の
協
力
も
得
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、関
係
を
密
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
中
山
副
議
長
の
30
分
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ

り
、今
回
は
広
報
誌
で
あ
る「
P
R
I・O
に
つ
い
て
」

で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
続

き
ま
す
が
、参
加
し

て
い
た
だ
く
方
に

は
参
加
し
た
い・参

加
し
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ぜ
ひ
、大
青
協
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
報
告
者　
工
藤
裕
介
）

「PRI・Oについて」（３０分コンテンツ）
　今まで知っていたつもりでしたが、表紙やコ
ンテンツなど「そうだったんだ」という発見が
多くありました。PRI・Oの前は、『大阪の印刷』
であったことや、全ページフルカラーではな
い時期があったことなど。広報委員会で行っ

ているページ構成など分かりやすく説明いた
だきました。PRI・Oの記事で組合員同士話題
になることもあるので大変勉強になりました。

（報告者　工藤裕介）
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各支部二世会合同イベント
「ラフティング＆ＢＢＱ」

開催日時／８月17日（土）9時～　場所／保津川　参加人数／22名

　
各
支
部
二
世
会
合
同
イ
ベ
ン
ト「
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
」が
８
月
17
日（
土
）、京
都
府
の
保
津
川

で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
企
画
は
各
支
部
二
世
会

の
親
睦
と
活
性
化
を
目
的
と
し
、支
部
の
垣
根
を

越
え
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。各
支
部
二
世
会
か
ら
の
参
加
者
と
大
青
協
議

員
を
合
わ
せ
て
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
難
波
、谷
四
、梅
田
に
集
合
し
貸
切
バ
ス
で
京
都

の
亀
岡
駅
へ
向
か
い
ま
し
た
が
、お
盆
の
期
間
に
も

か
か
わ
ら
ず
渋
滞
は
な
く
1
時
間
ほ
ど
で
到
着
し

ま
し
た
。運
営
会
社
リ
バ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ

ブ
の
現
地
ベ
ー
ス
に
て
注
意
点
な
ど
を
聞
き
、ヘ
ル

メ
ッ
ト・救
命
胴
衣・オ
ー
ル
を
受
け
取
り
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

私
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験
す
る
の
は
初
め
て

で
、「
川
下
り
」と
聞
き
ゆ
っ
く
り
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
川
を
下
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、実
際

に
や
っ
て
み
る
と「
激
流
に
挑
む
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
っ

た
感
じ
で
し
た
。台
風
10
号
の
影
響
で
水
位
は
１.５

メ
ー
ト
ル
増
水
し
て
お
り
通
常
よ
り
も
流
れ
の
速

い
状
態
で
、６
キ
ロ
の
距
離
を
下
る
ス
リ
ル
満
点
の

２
時
間
で
し
た
。

　
ま
ず
６
人
と
５
人
に
分
か
れ
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に

乗
り
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
漕
ぎ
方
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
ま
す
が
、流
水
に
差
し
込
ん
だ
オ
ー

ル
は
重
く
、体
全
身
を
使
う
よ
う
に
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。特
に
、「
瀬
」と
呼
ば
れ
る
水
深
の
浅
い
エ

リ
ア
は
流
れ
が
早
く
、皆
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

て
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
、推
進
力
を
つ
け
て
転
覆
し
な
い

よ
う
に
進
み
ま
し
た
。

　
ボ
ー
ト
か
ら
降
り
て
ボ
デ
ィ
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
楽

し
む
ポ
イ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。川
の
水
は
冷
た
く

猛
暑
を
感
じ
な
い
ほ
ど
の
気
持
ち
よ
さ
で
し
た
が
、

激
流
の
水
は
容
赦
な
く
鼻
や
口
か
ら
浸
入
し
て
き

ま
し
た
。途
中
、川
か
ら
上
が
り
岩
場
か
ら
飛
び
込

む
ポ
イ
ン
ト
で
は
４
〜
５
メ
ー
ト
ル
？
の
高
さ
に

足
が
す
く
み
ま
し
た
が
、人
数
が
多
く
次
々
と
飛

び
込
む
よ
う
促
さ
れ
、心
の
準
備
が
で
き
て
な
い
ま

ま
川
の
中
に
ダ
イ
ブ
し
ま
し
た
。思
っ
て
い
た
よ
う

な
ま
っ
た
り
と
し
た
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
終
わ
る
と
ス
タ
ー
ト
地
点
の

河
原
に
戻
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。テ
ン

ト
と
テ
ー
ブ
ル・イ
ス
、食
材
は
業
者
が
準
備
し
て

く
れ
て
い
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。普
段
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
少
な
い
各
支

部
か
ら
の
参
加
者
と
大
青
協
の
メ
ン
バ
ー
で
肉
を

焼
き
、大
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
終
盤
に
は
ス
イ
カ
割
り
が
用
意

さ
れ
、ま
ず
は
渡
辺
議
長
が
空
振
り
、西
岡
議
員
、

清
水
議
員
と
続
き
、金
山
議
員
が
よ
う
や
く
ス
イ

カ
に
ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
福

島
支
部
の
高
木
さ
ん
と
、東
和
支
部
の
奥
村
さ
ん
、

田
村
さ
ん
で
す
べ
て
の
ス
イ
カ
を
割
り
、皆
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、初
め
て
の
支
部
二
世
会
合
同
イ
ベ
ン
ト
で

上
手
く
い
く
の
か
不
安
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら「
よ
か
っ
た
ね
」「
楽
し
か
っ
た
ね
」と
の

声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。全
行
程
に
お

い
て
笑
顔
の
絶
え
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。ま
た
主
催
者
、参
加
者
と
も
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
報
告
者　
谷
口
和
宏
）

大青協主催



25 PRI・O  2019.10 PRI・O  2019.10 24

8月10日［土］2019年

女性のための
「酒話会」

広報委員会主催

　
お
盆
休
み
に
い
よ
い
よ
突
入
！
と
い
う

8
月
10
日（
土
）、広
報
委
員
会
主
催
の

女
性
の
た
め
の「
夏
の
酒
話
会
」に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。開
催
時
間
は
、午
後
6

時
30
分
。こ
の
日
は
、淀
川
の
花
火
大
会

と
同
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、J
R「
福

島
」駅
に
降
り
立
つ
と
、花
火
会
場
へ
向

か
う
浴
衣
姿
の
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
か
え
っ

て
い
ま
し
た
。

　
会
場
は
J
R
高
架
下
の「
日
本
酒
セ
ン

タ
ー
ニュ
ー
フ
ク
シ
マ
」さ
ん
。そ
の
名
の

と
お
り
、日
本
各
地
の
日
本
酒
を
セ
ル
フ

で
い
た
だ
け
る
お
店
で（
し
か
も
飲
み
放

題
！
）、有
名
ど
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
、噂
の

地
酒
や
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の
ま
で
、ず
ら
っ

と
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。事
務

局
の
大
喜
多
さ
ん
が
予
約
し
て
く
だ
さ
っ

た
お
席
は
、日
本
酒
が
並
ぶ
冷
蔵
庫
の
目

の
前
。思
わ
ぬ
特
等
席
に
、私
を
は
じ
め
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
あ

が
り
ま
す
。

　
ま
ず
、お
店
の
方
か
ら
お
薦
め
の
銘
柄

を
数
種
類
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。す

ぐ
に
日
本
酒
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
と
思
い
き

や
、34
度
を
超
え
る
猛
暑
日
に
全
員
喉
は

カ
ラ
カ
ラ
。ま
ず
は
冷
た
い
生
ビ
ー
ル
で

乾
杯
で
す
。お
料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
に

つ
れ
、日
本
酒
の
飲
み
比
べ
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
銘
柄
を
少
し
ず
つ
い

た
だ
く
の
は
、こ
の
上
な
い
幸
せ
。す
っ
き

り
し
た
味
わ
い
を
好
ま
れ
る
方
、ラ
ベ
ル
の

お
洒
落
さ
で
選
ば
れ
る
方（
さ
す
が
印
刷

女
子
！
）、「
こ
れ
、お
い
し
かっ
た
よ
！
」と

互
い
に
薦
め
あ
い
つつ
、話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
、私
の
い
ち
ば
ん
お
薦
め
の
日
本

酒
は…
と
酒
レ
ポ
を
す
る
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
が
、そ
れ
が
はっ
き
り
覚
え
て
い
な

い
の
で
す
。飲
酒
の
心
得「
や
わ
ら
ぎ
の

水
」も
忘
れ
ず
に
飲
ん
で
い
た
の
で
、酔
って

い
た
覚
え
は
な
い
の
で
す
が…

。お
話
が
盛

り
上
が
り
す
ぎ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。（
笑
）

　

私
は
2
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
が
、会
社
の
業
務
内
容
や
自
己
紹
介
に

は
じ
ま
り
、「
あ
あ
、し
ん
ど
！
」と
い
う
よ

う
な
会
社
の
愚
痴
⁈
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

お
話
ま
で
、あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
。

終
始
、笑
い
の
絶
え
な
い
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
会
に
な
り
、心
身
と
も
に
暑
気
払

い
で
き
ま
し
た
。ま
た
、ぜ
ひ
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
報
告
／（
有
）テ
ィ
ー
ズ 

中
島
静
子
）

2019
SUMMER



忙しい毎日に、お花をちょっとプラスしてホッと一息

ついてみるのはいかがでしょうか？

そこで、こだわり抜いている元気なお花やさん「フラ

ワーガーデン」さんを紹介させていただきます。創業

1962年。大阪駅前第一ビル（B2F）開業時から営業さ

れていて、お花いっぱいの世の中を目指し、生産者

と花市場との会話を絶やさず、新鮮で良質な日持ち

バツグンの気合の入ったお花をお届けできるように

熱いこだわりを持って日々奮闘されています。

大切な行事のお花はココのお花といって近県から

足を運ばれるお客様もたくさんいらっしゃいます。

フラワーガーデンさんのお店には、キーパー(お花

PRI・O ショップレポート

の冷蔵庫)はありません。切花は、温度変化に非常に

敏感なので家で飾ってもらう時と同じような環境で

販売する！ というこだわりようです。

バラは京都の東さん。島内さんのゴージャスなトルコ

ギキョウ。母の日に大活躍のカーネーションは真鍋

農園さん。立派なカサブランカは新潟産。などなど

こだわりのお花がたくさん並んでいます。

お店の方々も用途に合った熱いアドバイスを丁寧

にしてくださいます。お財布にやさしいのも魅力的

なのです。

投稿者：石田美樹
イシダ印刷（東支部）

㈱フラワーガーデン
大阪市北区梅田１丁目３-１
大阪駅前第1ビル地下2階  南側通り
電話06-6341-3014
営業時間：10：00～19：00  祝祭日10：00～18：00
定休日：日曜日

こだわりのお花やさん

この看板が目印です

コロンと可愛いバラですゴージャスなトルコギキョウです

季節のお花が並びます

PRI・O  2019.10 26
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技術情報

郡司 秀明（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

カラーコレクション機能（特定色域の選択）

　デジカメ以前のフィルム時代は、カラースキャナーと
色分解装置を使用していた。カラースキャナー（写真1）
の普及で、日本のカラー印刷が急速に広まり、女性誌
『an・an』や『non-no』を生んだとも言える。白黒では、
スキャナートやスキャニカという白黒平面スキャナーが
フォーカスやフライデーなど写真週刊誌を生んだ。
　写真1で、向かって右がインプットユニット、左がアウト
プットユニットになる。中央のユニットがコントロールユ
ニットで、色の調整をするマスキング機能等が内蔵され
ており、好ましい色に調整できる。現在でも通用する技
術として「カラーコレクション」という色をコントロールす
る機能がある。

　写真2がスキャナーのコントロール部で、本体（上の
ボックスは付属品）二段の上側（下側左にはオシロス
コープ）の右端にカラーコレクショ
ンツマミが固まっている。上から縦
にYMCKの4列、右側にY、M、
C、Red、Blue、Green、Brown
のコントロール色が並んでいる。
YMCK4列×7色なので計28の
ツマミが並んでおり、これが大変便利なのだ。最新版の
Photoshopにもまったく同じ機能が付いている。カラー
スキャナーはオペアンプといって、電子回路でデータを
コントロールする。それもCMYKデータ（非理想的デー

タ）なので過度な調整は「引っ張り」や「反転」という悪
い現象を起こして調子を破綻してしまい、大胆なコント
ロールができなかった。ところがPhotoshopでは内部の
演算がすべてRGBベース（LAB）で、かつ数値演算処
理だけなので理想的な色演算が可能で、大胆にエフェ
クトをかけられる。
　縦YMCKはインキ量のコントロールができるツマミ
で、横に並んだY、M、C、R（二次色）、B（二次色）、G（二
次色）、Br（三次色）がコントロール色を示している。例え
ばCツマミ列の中でコントロール色のRを見てほしい。
レッド系の色の中に入るシアンの量（シアンinレッド）をコ
ントロールできる。レッド系は肌色なので、C in Rを抜い
てやると健康的な肌色が簡単に得られる。空のブルー
はY in Bを抜いてやるとキレイな青空になるし、M in G
を抜くとキュウリの鮮度が上がるが、抜きすぎると生っぽ
い人工的な蝋細工のようになってしまう。海のエメラルド
グリーンはY in Cが入っていないと出ない色だ。従って
水平線をハッキリ出すにはY in Bを抜いて、Y in Cを入
れると空と海の差がハッキリする。このように便利に使
えるカラーコレクションだが、Photoshopでは「特定色
域の選択」（図3）が、カラースキャナーのカラーコレク
ションとまったく同じ機能・オペレーションになっており、非
常に便利なツールである。オペレーションはCMYKライ
ク（減算混合の方が人間の感性に近い）で内部演算は
RGBなので、特定色域の選択機能を使えるはずだ。

28

D.D.S.S.セミナー
「リーダーシップ強化ワークショップ」

　

D
.D
.S.S.（

デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュメ
ン

ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
強
化
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

全
2
回
を
実
施
し
た
。

　

講
師
は
富
士
ゼ
ロッ
ク
ス
古
屋
淳

氏
／
朝
原
英
彰
氏
で
あ
る
。1
回
目

は
講
義
と
体
験（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）、2

回
目
は
学
習
し
た
こ
と
を
現
場
で
試

し
、結
果
を
レ
ビュ
ー
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
人
は
7
つ

の
要
件
を
備
え
て
い
る
。「
①
信
頼
さ

れ
て
い
る
②
行
動
力
が
あ
る
③
誠

実
で
あ
る
④
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
高
い
⑤
決
断
力
が
あ
る
⑥
逃

げ
な
い
⑦
精
神
的
に
安
定
し
て
い

る
」で
あ
る
。

　

事
前
課
題
の
評
価
シ
ー
ト（
４
項

目「
行
動
力
／
責
任
感
」「
信
頼
感

／
誠
実
さ
」「
論
理
性
／
判
断
力
」

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」）で
自
己
評
価

を
し
、上
司
か
ら
の
評
価
と
照
合
し
、

強
み
弱
み
、長
所
短
所
を
整
理
し
た

（
上
司
か
ら
の
評
価
が
予
想
に
反
し

高
い
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
）。

自
己
の
過
不
足
を
把
握
し
た
う
え

で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る
た
め

に
、為
す
べ
き
こ
と
を
チ
ー
ム
で
討
議

し
、個
別
に
目
標
を
定
め
た
。

　

大
谷
翔
平
氏
が
高
校
時
代
に「
ド

ラ
フ
ト
1
位
で
8
球
団
か
ら
指
名
さ

れ
る
目
標
達
成
」の
た
め
に
作
成
し

た「
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
」を
参
考
に
、

自
己
の「
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
」を
作

成
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
に
共
通
す
る
目
標

や
課
題
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
信

頼
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、コ
ー
チ
ン
グ

ス
キ
ル
を
学
習
し
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン

や
信
頼
を
高
め
る
体
験
を
し
た
。相

手
の
話
を
聴
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
と
し
て
、「
銀
座
の
マ
マ
の
さ
・

し
・
す
・
せ
・
そ（
さ
：
さ
す
が
で
す
。

し
：
し
ら
な
か
っ
た
で
す
。す
：
す
て
き

で
す
。せ
：
セ
ン
ス
良
い
で
す
。そ
：
そ

う
な
ん
で
す
ね
）」の
相
槌
や「
90
度
の

角
度
で
相
対
し
、聞
き
た
く
て
し
ょ
う

が
な
い
態
度
で
、心
を
込
め
て
聴
く

ペ
ー
シ
ン
グ
」、「
相
手
の
言
葉
を
オ
ウ

ム
返
し
す
る
リ
フ
レ
イ
ン
」を
活
用
す

る
こ
と
で
格
段
に
会
話
が
し
や
す
く

な
っ
た
。相
手
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と

が
、安
心
感
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、信
頼
を
高
め
る
質
問
の
ス
キ

ル
と
し
て「W

hy

で
は
な
くW

hat/ 
H
ow

」を
体
験
し
た
。部
下
の
失
敗

に
対
し「
な
ぜ
で
き
な
い
ん
だ
」「
な
ぜ

や
ら
な
い
ん
だ
」と
問
い
詰
め
て
も
、

言
い
訳
し
か
返
っ
て
こ
な
い
。「
何
が

障
害
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
？
」「
ど

う
し
た
ら
よ
い
と
思
う
？
」と
問
い
か

け
る
こ
と
で
真
の
原
因
が
わ
か
り
、そ

の
原
因
を
一
緒
に
解
決
す
る
こ
と
で
、

部
下
と
の
信
頼
関
係
も
厚
く
な
る
。

　

参
加
者
は
こ
の
ス
キ
ル
を
持
ち
帰

り
、現
場
で
試
し
、レ
ビ
ュ
ー
し
た
。

「
部
下
か
ら
は
、い
つ
も
と
違
う
上
司

の
態
度
を
い
ぶ
か
し
が
ら
れ
た
が
、普

段
と
は
違
う
深
い
話
ま
で
す
る
こ
と

が
で
き
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
度

と
お
互
い
の
信
頼
が
高
ま
っ
た
」と
の

レ
ビュ
ー
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

（
報
告
／D

.D
.S.S.

事
務
局
）

古屋 淳氏・朝原 英彰氏講師：富士ゼロックス株式会社

図3 「特定色域の選択」のオペレーション画面。
大胆に調整できる

写真1 SG-701という4色同時分解できる生産性の高いカラースキャナー

写真2 コントロールユニット

表 必要色・不要色 一次色で必要色と表記してある色がポイント

図6 色差をビジュアル（3D的に）に表現してみると
分かりやすい

図5 レタッチ前後は毎度おなじみTGツールを使うと
よく分かる。肉に注目して、C in Rを抜いたものと比較
https://www.jagat.or.jp/cat6/tgtool
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石
川
　
忠

大
印
工
組
元
理
事
長
　
富
士
精
版
印
刷
㈱
会
長

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
元
会
長

【
俳
句
】

霧
走
る
高
野
の
道
の
つ
づ
ら
折
り

暮
れ
な
ん
と
す
る
空
に
あ
り
後
の
月

十
三
夜
ふ
く
ら
む
月
と
庭
に
あ
り

満
開
の
日
向
の
小
菊
香
り
を
り

懸
崖
の
菊
一
列
の
池
畔
か
な

 　　
　
　
　

  　

石
川　
た
だ
し

第71期 事業報告を発表  富士精版印刷㈱

　

富
士
精
版
印
刷
株
式
会
社（
吉
賀
文

雄
代
表
取
締
役
社
長
、大
阪
市
淀
川
区
）

は
、9
月
3
日（
火
）本
社
で
記
者
会
見

し
、第
71
期（
平
成
30
年
7
月
1
日
よ
り

令
和
元
年
6
月
30
日
）の
決
算
に
基
づ

く
事
業
報
告
を
発
表
し
た
。

　
ま
ず
、遠
藤
取
締
役
が「
売
上
高
は
前

期
比
1
億
4
7
0
0
万
円
増
の
41
億

2
3
0
0
万
円（
3.7
％
増)

に
増
収
と

な
っ
た
。増
収
要
因
は
上
位
20
社（
内
新

規
１
社
）の
売
上
比
率
が
42・4
％（
前
年

比
3.4
％
増
）に
加
え
、取
引
社
数
も
43
社

増
や
し
5
6
0
社
と
な
り
売
上
の
底
支

え
を
し
た
」と
説
明
。一
方
、増
益
要
因
に

つ
い
て
は「
用
紙
を
中
心
と
し
た
材
料
費

の
値
上
げ
や
運
賃
の
増
加
分
等
が
大
き

く
値
上
が
り
し
た
も
の
の
、社
員
の
努
力

に
よ
り
一
定
部
分
は
吸
収
で
き
た
」と
し

て
い
る
。特
別
損
益
で
は
市
島
工
場
の
Ｂ

縦
半
裁
輪
転
機
の
売
却
益
で
C
T
P

セ
ッ
タ
ー
、紙
揃
え
機
、基
幹
シ
ス
テ
ム
構

築
費
用
な
ど
を
一
括
償
却
し
、今
後
の
費

用
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。最
終
的
に
は

税
引
前
当
期
利
益
は
7
1
0
0
万
円

（
前
期
比
8
1
0
0
万
円
増
）に
な
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
、吉
賀
社
長

は
、「
印
刷
業
界
は
世
の
中
の
変
化
への
対

応
や
同
業
他
社
と
の
受
注
競
争
に
伴
う

単
価
下
落
な
ど
で
引
き
続
き
大
変
厳
し

い
経
営
環
境
が
予
想
さ
れ
る
が
、昨
年
に

引
き
続
き
、環
境
の
変
化
に
対
応
し
改

革
と
挑
戦
を
続
け
、連
続
増
収
増
益
を

目
指
す
。そ
の
た
め
に
Ｗｅ
ｂ
や
Ａ
Ｒ
な

ど
、印
刷
プ
ラ
ス
ワ
ン
を
形
に
し
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
く
。ま
た
、前
期
よ
り

導
入
準
備
を
進
め
て
い
る
新
シ
ス
テ
ム
の

本
格
稼
働
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し

を
行
い
、業
務
の
効
率
化
を
図
り
、コ
ス
ト

改
善
を
実
行
し
、競
争
力
強
化
も
実
現

し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

な
お
、第
72
期
の
売
上
高
は
41
億

5
0
0
0
万
円
を
計
画
。役
員
人
事
で

は
、9
月
1
日
で
94
歳
に
な
っ
た
石
川
忠

氏
は
代
表
取
締
役
会
長
を
退
任
し
会
長

に
就
任
。新
た
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
室
室
長
の
吉
賀
星
斗
氏
が
取
締
役

に
就
任
し
た
。

　

最
後
に
、同
社
が
7
月
8
日
付
で
株

式
会
社
ホ
ク
シ
ン（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

を
Ｍ
＆
Ａ
で
業
務
資
本
提
携
し
た
こ
と

も
明
ら
か
に
さ
れ
、「
首
都
圏
の
グ
ル
ー
プ

会
社
と
し
て
、協
業
を
図
り
な
が
ら
共
に

発
展
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
相
乗
効
果
への
期
待
感
を
示
し
た
。
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労務
相談 【ストレスチェックについて】【残業時間】【就業規則】等

10／11（金）、10／25（金）、11／7（木）

【消 費 税】【税　金】等
10／11（金）、11／8（金）、12／13（金）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
　申込締切：開催日の１週間前

◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日
　申込締切：開催日の２日前

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

【版　権】【著 作 権】【Ｍ＆Ａ】等
10／16（水）、11／20（水）、12／18（水）
法律顧問の河端直先生にご相談ください。

連

載

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
○98

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

　
大
阪
か
ら
和
歌
山
の
間
に
は
海
側
に
紀

州
街
道
、山
側
に
熊
野
街
道（
熊
野
古
道
）

が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、紀
州
徳
川
家
が

参
勤
交
代
に
通
っ
た
紀
州
街
道
を
堺
か
ら

泉
州・和
歌
山
方
面
に
歩
い
て
み
ま
す
。

　

堺
市
の
南
に
隣
接
す
る
高
石
市
は
、大

阪
府
下
33
市
の
中
で
面
積
11・35
㎢
と
藤

井
寺
市
に
次
い
で
2
番
目
に
小
さ
い
市
で

す
が
、阪
和
線
と
そ
の
支
線
羽
衣
線
、南

海
本
線
と
そ
の
支
線
高
師
浜
線
と
4
本

も
鉄
道
が
通
る
と
い
う
珍
し
い
と
こ
ろ
で

す
。こ
れ
は
明
治
39
年（
1
9
0
6
）に
東

洋
一
の
浜
寺
海
水
浴
場
が
開
か
れ
、多
く

の
海
水
浴
客
輸
送
の
た
め
敷
設
さ
れ
た
も

の
で
し
た
。近
く
に
は
応
神
天
皇
の
御
代

に
百
済
よ
り
千
字
文（
漢
字
千
字
）と
論

語
を
伝
え
た
と
い
う
王
仁
博
士
を
祀
る

高
石
神
社
が
あ
り
、こ
の
あ
た
り
は
高
師

の
浜
と
呼
ば
れ
万
葉
の
時
代
よ
り
白
砂
青

松
の
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
そ
の
面
影
も
な
く
工
場
の
煙

突
や
鉄
柱
が
見
え
る
堺
泉
北
臨
海
工
業

地
帯
と
し
て
開
発
さ
れ
、こ
の
中
に
は
大

阪
ガ
ス
の
ガ
ス
科
学
館
も
あ
り
ま
す
。

　

泉
大
津
市
は
奈
良
時
代
よ
り
大
津
と

呼
ば
れ
て
お
り
、市
制
が
布
か
れ
た
昭
和

6
年(

1
9
3
1)

、大
津
の
市
名
が
他
の

都
市
に
も
あ
る
こ
と
か
ら「
泉｣

を
冠
し
て

泉
大
津
市
と
し
ま
し
た
。江
戸
時
代
か
ら

真
田
幸
村
ゆ
か
り
の
真
田
紐
の
製
作
が
盛

ん
で
し
た
が
、明
治
以
降
こ
れ
を
足
場
に
し

て
毛
布
の
製
造
を
始
め
、毛
織
の
町
と
し

て
発
展
し
、現
在
で
は
国
内
産
毛
布
の
シェ

ア
は
約
9
割
を
占
め
て
い
ま
す
。港
湾
事

業
も
昭
和
初
期
に
近
代
化
さ
れ
、今
で
は

堺
泉
北
臨
海
工
業
地
帯
の
一
角
を
占
め
物

流
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

市
街
を
南
北
に
走
る
紀
州
街
道
に
面

し
た
江
戸
時
代
初
期
の
建
物
、田
中
本
陣

（
助
松
町
）は
紀
州
藩
主
が
道
中
の
休
憩

所
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
、道
路
か
ら

見
る
邸
内
は
大
き
な
木
々
が
茂
り
、紀
州

藩
の
本
陣
と
し
て
の
当
時
の
風
格
あ
る
姿

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
本
陣
前
よ

り
南
に
歩
い
た
と
こ
ろ
に
市
営
の
墓
地
が

あ
り
日
露
戦
争
で
捕
虜
と
な
って
こ
の
地

で
亡
く
な
っ
た
ロ
シ
ア
兵
89
基
の
墓
碑
が

見
え
ま
す
。

　

泉
大
津
市
の
南
に
接
す
る
忠
岡
町
は
、

昭
和
14
年
に
村
か
ら
町
に
な
っ
た
日
本
で

一
番
小
さ
な
町
で
面
積
は
3・97
㎢
で
す
。

こ
の
町
に
は
室
町
時
代
の
水
墨
画
や
茶

器
、ま
た
小
野
道
風
の
詩
巻
の
他
、国
宝

3
点
と
多
く
の
重
要
文
化
財
を
収
蔵
す

る
正
木
美
術
館
が
あ
り
、ま
た
プ
ロ
野
球

広
島
東
洋
カ
ー
プ
に
入
り
投
手
3
冠（
防

御
率・最
多
勝・奪
三
振
数
）の
記
録
を
持

ち
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
前
田
健

太
投
手
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

来
年
令
和
2
年（
2
0
2
0
）に
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、昭
和
39
年
に
開
か
れ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
東
洋
の
魔
女
と
呼
ば
れ

金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
日
紡
貝
塚
チ
ー
ム
が

本
拠
地
と
し
て
い
た
の
が
貝
塚
市
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
市
で
は「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

町
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
僧
行
基

が
開
創
し
た
水
間
寺
が
あ
り
、寺
伝
に
よ

れ
ば
天
平
年
間（
7
2
9
〜
7
4
9
）病
床

の
聖
武
天
皇
の
夢
に
現
れ
た
観
音
菩
薩
を

求
め
て
、行
基
が
二
つ
の
川
が
合
流
す
る

「
水
間
」に
赴
い
た
と
こ
ろ
、そ
こ
に
竜
神

が
出
現
し
聖
観
音
像
を
授
け
た
と
伝
わっ

て
い
ま
す
。大
正
14
年（
1
9
2
5
）、こ
の

地
に
参
拝
客
を
運
ぶ
た
め
南
海
本
線
貝

塚
駅
よ
り
5.5
㎞
の
水
間
鉄
道
が
開
通
し
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
貝
塚
」と
は
古
代
人
が
貝

を
食
べて
そ
の
殻
を
積
み
上
げ
た
も
の
の

名
称
で
あ
り
、わ
が
国
に

は
3
0
0
0
カ
所
ほ

ど
保
存
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、

貝
塚
市
に
は
そ
の

由
来
と
な
る
貝
塚

の
痕
跡
が
見
つ
かっ

て
お
ら
ず
、16
世

紀
ご
ろ
に「
海
塚

村
」と
呼
ば
れ
て

い
た
地
名
が
転
訛

し
て「
貝
塚
」の
文

字
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。次

号
へ
続
く

（
イ
ラ
ス
ト
筆
者
）

紀
州
の
殿
様
と
お
り
ゃ
ん
せ

大名行列

せ
ん
じ
も
ん

わ 

に

て
ん
か



デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。
デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。

大阪支店／06（6531）0333
〒550-0011 大阪市西区阿波座二丁目1-1 大阪本町西第一ビルディング5階
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

速 水 印 刷（株）
北区浪花町12-24
赤坂天六ビル4階
TEL.6485-5585
FAX.6485-5586

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
四ツ橋オフィス

I N FORMAT ION

㈱エイト（摂陽支部）川﨑秀昭 代表取締役
〒591-8001 堺市北区常磐町3丁11-2
ＴＥＬ：072-255-7835　ＦＡＸ：072-255-2191

㈱トモエ紙工（摂陽支部）菊地雄一郎 代表取締役
〒547-0016 大阪市平野区長吉長原4-19-37
ＴＥＬ：06-6708-0162　ＦＡＸ：06-6708-0178

タカイ印刷㈱（福島支部）髙井延良 代表取締役
〒550-0013 大阪市西区新町4-19-5
ＴＥＬ：06-6543-2727　ＦＡＸ：06-6537-2101

【新入会員】
宝印刷㈱（本部直轄）新大阪支店長に鈴木幹郎氏が就任。

㈱中島弘文堂印刷所（天親支部）新社長に中島健嗣氏が就任。

㈱ASHIDA（北支部）新社長に蘆田高子氏が就任。

ホウユウ㈱（なにわ支部）新社長に田中幸恵氏が就任。

㈱ダイシンコラボレーション（北支部）新社長に吉田匡廣氏が就任。

【代表者変更】

次世代ソリューションの実現を目指し、関連する企業の皆様と大阪府印刷工業組合の双方に相乗効果のある

パートナーシップ会員制度が発足しました。この機会にぜひご加入ください。

10月より、手続きが完了しました企業様よりホームページにアップさせていただきます。

資料は、Webからもご確認いただけます。http://osaka-pia.or.jp/

「パートナーシップ会員」ご加入のお誘い




